
計画区域　高山市全域

計画期間　令和6～令和11年度

　バスやタクシーなどの公共交通は、高校生の通学や、高齢者の通院・買物などをはじめとする
市民の日常生活や観光客の重要な移動手段として利用されています。
　また、高齢者の方や障がいのある方、運転免許証を持っていない方にとって公共交通は必要不
可欠な存在です。
　公共交通を将来に渡って持続可能なものとするため、地域に合った運行体系への見直しを行う
など、より便利で効率的な公共交通とすることを目的に、高山市地域公共交通計画を策定しまし
た。

計画策定の目的

路線別の利用状況

　平成31年度～令和４年度の「中心市街地バス」「観光特化型バス」「地域バス（支線）」
における路線別の年間利用者数及び１便あたり利用者数をみると、高山地域の中心部
の利用は多いものの、その他の地域では利用人数が少なく、1便あたりの利用者が1人
を下回る路線がみられます。

バスの利用状況と行政支出
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のらマイカー（たかね号含む） まちなみバス(千円)

　市が事業主体であるのらマイカー等の運行に必要な費用は、約2.6億円となっており、年々
増加傾向にあります

　通勤、通院、買物の移動手段は、自家用車の割合が多く、通
学では地域公共交通の割合が多くなっています。

目的地

移動手段

地域公共交
通

自家用車原
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徒歩/

自転車等
のみ

通
勤

主に高山地域 1.2％ 91.3％ 1.1％ 5.3％

通
学

主に高山地域（国府地域・上宝地域

は飛騨市あり）
65.8％ - 17.1％ 14.6％

通
院

主に自地域と高山地域（上宝地

域は自地域と飛騨市）
3.2％ 71.3％ 14.6％ 5.5％
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主に高山地域（久々野地域・国府地

域は自地域あり、上宝地域は国府地域と飛
騨市）

1.8％ 82.7％ 7.7％ 5.8％

移動目的別の移動手段
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施策の体系

〇　多くの市民が通勤、通学、通院、買物などに地域公共交通を利用している
〇　多くの観光客が移動手段として地域公共交通を利用している

目指す姿

〇　交通不便者が日常生活を送る上で必要な移動手段の確保
〇　人口減少や運転手不足の課題を踏まえた持続可能な公共交通の確保
〇　地域や路線の実情やニーズに合わせた効率的な運行
〇　交通事業者、地域、行政の役割や特性を活かした公共交通の整備
〇　公共交通を利用したことがない人でも利用しやすい環境の整備　　

基本方針

＜運行＞
　〇　利用者数増
　〇　１便あたりの利用者数増
　〇　収支率増
　○　公的負担額減

指標・目標

＜サービスレベル＞
〇　高山市高校生自宅通学補助金交付人数維持
〇　買物サービスレベル維持
〇　通院サービスレベル増

地域公共交通の主な課題から、基本方針、数値目標、目標達成のための重点事業までを分かりやすく体系化しました。

のらマイカータクシーたかね号（公共交通空白地有償運送）


